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1920年代は一般人にも博物学が浸透し、植民地や全世界からの昆虫を集め、パリでは標本商が大

きな活躍を見せていた時期です。著名な標本コレクションが作られ、後にパリ自然史博物館にも収

められました。また当時標本から博物画が描かれ、カードや壁紙などにも使われていたことから、

昆虫画が市民権を得ていたようです。 


